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告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
六
十
三
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る

た
め
当
該
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域
（
以
下
「
要
措
置
区
域
」
と
い

う
。
）
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

要
措
置
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
八
潮
市
大
字
南
後
谷
字
粒
田
北
二
百
三
十
四
番
一
の
一
部
、
二
百 

 

三
十
五
番
の
一
部
、
二
百
三
十
六
番
の
一
部
、
二
百
四
十
七
番
一
の
一
部
、
二
百
四
十
七
番
三 

 

の
一
部
、
二
百
四
十
七
番
四
の
一
部
及
び
二
百
五
十
五
番
一
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物 

三 

講
ず
べ
き
指
示
措
置 

 
 

地
下
水
の
水
質
の
測
定 

 
 

別図 



 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
六
十
四
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い
う
。
）
を
次
の
と
お

り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
八
潮
市
大
字
南
後
谷
字
粒
田
北
二
百
三
十
四
番
一
の
一
部
、
二
百 

 

三
十
五
番
の
一
部
、
二
百
三
十
六
番
の
一
部
、
二
百
四
十
七
番
一
の
一
部
、
二
百
四
十
七
番
三 

 

の
一
部
、
二
百
四
十
七
番
四
の
一
部
、
二
百
四
十
七
番
五
の
一
部
、
二
百
四
十
七
番
六
の
一
部
、 

 

二
百
五
十
五
番
一
の
一
部
、
二
百
五
十
五
番
三
の
一
部
及
び
二
百
五
十
六
番
一
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

鉛
及
び
そ
の
化
合
物 



 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
六
十
五
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上

田

清

司 

  
 



１ 購入等件名及び数量 

  埼玉県コバトン健康マイレージシステム運営業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県保健医療部健康長寿課健康長寿担当 埼玉県さいたま市浦和区高砂３丁

目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  平成30年４月１日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  株式会社ＮＴＴドコモ 東京都千代田区永田町２丁目11番１号 

５ 契約金額 

  162,156,997円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第11条第１ 

 項第２号に該当 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
六
十
六
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ベ
イ
シ
ア
ゲ
ー
ト
本
庄
早
稲
田 

 
 

 

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲
田
の
杜
二
丁
目
一
番
一
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

（
変
更
前
）
二
万
四
百
六
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

（
変
更
後
）
二
万
二
千
六
百
九
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
一
九
三
台 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
〇
二
三
台 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
三
二
台 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
三
八
台 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

面
積 

五
四
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

面
積 

五
五
五
平
方
メ
ー
ト
ル 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

（
変
更
前
）
位
置 

図
面
省
略 

容
量 

一
〇
五
・
三
五
立
法
メ
ー
ト
ル 

（
変
更
後
）
位
置 

図
面
省
略 

容
量 

一
〇
七
・
三
五
立
法
メ
ー
ト
ル 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

 
 

 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ベ
イ
シ
ア 

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ 

午
前
八
時
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
ト
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー 

午
前
七
時
か
ら
翌
午
前
一
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
イ
エ
ヌ 

午
前
十
時
か
ら
午
後
八
時 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ベ
イ
シ
ア 

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
カ
イ
ン
ズ 

午
前
八
時
か
ら
午
後
九
時 



 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
ト
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー 

午
前
七
時
か
ら
翌
午
前
一
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
イ
エ
ヌ 

午
前
十
時
か
ら
午
後
八
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｍ
Ｘ
モ
バ
イ
リ
ン
グ
株
式
会
社 

午
前
十
時
か
ら
午
後
八
時 

 

ハ 
変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
三
十
一
年
一
月
十
八
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
三
十
年
五
月
十
七
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
八
日
か
ら
平
成
三
十
年
十
月
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
本
庄
事
務
所 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
三
十
年
六
月
八
日
か
ら
平
成
三
十
年
十
月
八
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
六
十
七
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

カ
ス
ミ
妻
沼
店 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
妻
沼
東
二
丁
目
一
番
地 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
意
見
の
概
要 

 
 

現
在
、
午
前
六
時
前
か
ら
店
内
東
側
入
口
を
利
用
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
荷
さ
ば
き
を
し

て
い
る
よ
う
な
の
で
、
決
め
ら
れ
た
荷
さ
ば
き
施
設
及
び
時
間
帯
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
八
日
か
ら
平
成
三
十
年
七
月
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
六
十
八
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

見
沼
代
用
水
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 
 

住 

所 

 

理
事 

田 

中 

暄 

二 
埼
玉
県
久
喜
市
久
喜
東
一
丁
目
十
三
番
十
七
号 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
六
十
九
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
元
荒
川
上
流
土
地
改
良
区
か
ら
の
土
地
改
良
事
業
新
谷

田
地
区
（
農
業
用
用
排
水
事
業
）
計
画
の
変
更
認
可
申
請
を
平
成
三
十
年
五
月
二
十
五
日
適
当
と

決
定
し
た
の
で
、
同
法
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
六
項
の
規
定
に

よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
決
定
に
係
る
変
更
後
の
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
十
一
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
年
七
月
九
日
ま
で 

二 

縦
覧
場
所 

 
 

鴻
巣
市
役
所 

 
 

北
本
市
役
所 

 
 

桶
川
市
役
所 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
七
十
号 

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

処
分
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
五
日 

二 

処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
許
可
番
号 

 

イ 

商
号 

 
 

 

株
式
会
社
日
誠
建
設 

 

ロ 

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地 

 
 

 

埼
玉
県
上
尾
市
緑
丘
二
丁
目
八
番
十
八
号
日
誠
ビ
ル
一
Ｆ 

 

ハ 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

清
水 

誠 

 

ニ 

許
可
番
号 

 
 

 

埼
玉
県
知
事
許
可
（
般
―
二
十
九
）
第
六
一
四
三
八
号 

三 

処
分
の
内
容 

 
 

法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
営
業
の
停
止 

 

イ 

停
止
を
命
ず
る
営
業
の
範
囲 

 
 

 

建
設
業
に
関
す
る
営
業
の
う
ち
民
間
工
事
に
係
る
も
の 

 

ロ 

停
止
を
命
ず
る
期
間 

 
 

 

平
成
三
十
年
六
月
十
九
日
か
ら
六
月
二
十
一
日
ま
で
の
三
日
間 

四 

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

株
式
会
社
日
誠
建
設
は
、
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
違
反
で
埼
玉
県
か
ら
訪
問
販
売
の
営

業
停
止
処
分
を
受
け
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
七
十
一
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
飯
能
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

飯
能
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

飯
能
市
大
字
双
柳
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
十
五
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
七
十
二
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受

け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

さ
い
た
ま
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
三
級
基
準
点
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
府
内
一
丁
目
地
内
外 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
三
十
年
七
月
二
十
九
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
七
十
三
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
さ
い
た
ま
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受

け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

さ
い
た
ま
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
数
値
地
形
図
デ
ー
タ
更
新
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

さ
い
た
ま
市
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
五
月
十
八
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
六
百
七
十
四
号 

 
測
量
計
画
機
関
で
あ
る
宮
代
町
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た

の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

宮
代
町 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

宮
代
町
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
三
十
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
九
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
年
六
月
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課

及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

澤 
 

 

隆 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

熊
谷
羽
生
線 

三 

道
路
の
区
域 

 



 
新
Ｂ 

新
Ａ 

旧
Ａ 

旧 

新 
別 

行
田
市
大
字
持
田
字
油
免
二
三
二
六

番
地
先
か
ら 

羽
生
市
大
字
下
岩
瀬
字
下
岩
瀬
五
二

六
番
一
地
先
ま
で 

行
田
市
大
字
上
池
守
字
畑
通
七
三
八

番
一
地
先
か
ら 

羽
生
市
中
央
二
丁
目
一
五
三
番
一
地

先
ま
で 

区 
 

 

間 

九
・
四
八
～ 

 
 

 

六
六
・
四
九 

六
・
〇
〇
～ 

 
 

 

三
五
・
二
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
六
六
五
八
・
四
四 

一
〇
七
七
〇
・
一
五 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 
 

考 

 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
二
十
七
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

高 

橋 

浩 

行 
 

 



 

第
一
〇
一
号 

指

定

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指

定

に

係

る 
道

路

の

種

類 

平
成
三
十
年
六
月

八
日 

 
指

定

の

年

月

日 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
石
井
字
稲
荷
前
二
千
八
百
五
番

一
の
一
部
、
二
千
八
百
五
番
二
の
一
部
、
二
千
八
百

五
番
四
の
一
部
、
二
千
八
百
五
番
四
の
先
、
大
字
石

井
字
南
谷
頭
二
千
八
百
九
十
七
番
一
の
一
部
、
二
千

八
百
九
十
七
番
三
の
一
部
及
び
二
千
八
百
九
十
七
番

一
の
先 

 
埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
石
井
字
北
谷
頭
二
千
八
百
七
十

四
番
四
十
四
の
一
部
、
二
千
八
百
七
十
四
番
六
十
七

の
一
部
、
二
千
八
百
七
十
五
番
四
の
一
部
、
二
千
八

百
七
十
五
番
十
の
一
部
及
び
二
千
八
百
七
十
五
番
十

一 

 

指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

六
十
七
・
九
三 

      

十
五
・
五
〇 

 

指

定

に

係

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
〇 

      

四
・
〇 

 

指

定

に

係

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
二
十
八
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

高 

橋 

浩 

行 



                         

 

第
四
号 

 

指

定

番

号 

建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指

定

に

係

る 

道

路

の

種

類 

平
成
三
十
年 

 

五
月
十
五
日 

指
定
の
年
月
日 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
岩
沢
八
百
二
十
七
―
二
の
一
部
、八
百
五

十
七
―
三
の
一
部
、
八
百
五
十
七
―
二
、
八
百
五
十
七
―
一
の

一
部
、
八
百
二
十
三
―
三
の
一
部
、
八
百
二
十
三
―
四
、
八
百

二
十
―
六
の
一
部
、
八
百
二
十
―
五
の
一
部
、
八
百
二
十
一
―

三
の
一
部
、
八
百
二
十
一
―
四
の
一
部
、
八
百
二
十
一
―
八
、

八
百
五
十
七
―
二
の
先
、
八
百
五
十
七
―
三
の
先
、
八
百
五
十

七
―
一
の
先
、八
百
二
十
―
六
の
先
、八
百
二
十
三
―
四
の
先
、

八
百
二
十
三
―
三
の
先
、
八
百
二
十
六
―
一
の
先
、
八
百
二
十

七
―
二
の
先 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
岩
沢
八
百
五
十
五
―
三
の
一
部
、八
百
五

十
五
―
四
の
一
部
、
八
百
五
十
八
―
一
の
一
部
、
八
百
五
十
八

―
二
の
一
部
、八
百
五
十
六
の
一
部
、八
百
二
十
―
一
の
一
部
、

八
百
二
十
―
七
の
一
部
、
八
百
二
十
―
三
の
一
部
、
八
百
二
十

一
―
七
の
一
部
、
八
百
五
十
八
―
二
の
先
、
八
百
二
十
―
一
の

先 埼
玉
県
飯
能
市
大
字
岩
沢
九
百
八
十
三
の
一
部
、九
百
八
十
四

―
一
の
一
部
、九
百
八
十
五
―
一
の
一
部
、九
百
八
十
三
の
先
、

九
百
八
十
四
―
一
の
先
、
九
百
八
十
五
―
一
の
先
、
九
百
七
十

九
の
先
、
九
百
八
十
二
の
先
、
千
九
十
四
の
先
、
千
九
十
二
の

先 指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

八
十
五
・
〇 

六
十
五
・
四 

七
十
七
・
六 

指

定

に

係

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

十
一
・
〇 

六
・
〇 

四
・
〇 

指

定

に

係

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



                         

 
 

 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
岩
沢
千
三
十
二
―
一
の
一
部
、千
三
十
三

の
一
部
、
千
五
十
一
の
一
部
、
千
三
十
七
の
一
部
、
千
四
十
六

の
一
部
、
千
四
十
七
の
一
部
、
千
五
十
二
―
一
の
一
部
、
千
五

十
三
―
一
の
一
部
、
千
三
十
二
―
一
の
先
、
千
三
十
三
の
先
、

千
五
十
三
―
一
の
先
、千
四
十
八
―
一
の
先
、千
四
十
七
の
先
、

千
四
十
六
の
先 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
岩
沢
千
五
十
六
の
一
部
、千
五
十
五
―
二

の
一
部
、
千
五
十
五
―
三
の
一
部
、
千
五
十
五
―
一
の
一
部
、

千
三
十
一
の
一
部
、千
三
十
二
―
二
の
一
部
、千
三
十
二
―
三
、

千
三
十
二
―
一
の
一
部
、
千
五
十
三
―
一
の
一
部
、
千
五
十
三

―
一
の
先
、
千
三
十
二
―
一
の
先
、
千
三
十
二
―
三
の
先
、
千

三
十
一
の
先
、
千
五
十
六
の
先
、
千
五
十
五
―
二
の
先
、
千
五

十
五
―
三
の
先
、
千
五
十
五
―
一
の
先 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
岩
沢
千
三
十
―
三
の
一
部
、千
三
十
―
二 

の
一
部
、
千
二
十
八
の
一
部
、
千
二
十
五
―
一
の
一
部
、
千
二

十
四
の
一
部
、
千
二
十
三
―
二
の
一
部
、
千
二
十
三
―
一
の
一

部
、
千
四
十
の
一
部
、
千
三
十
九
の
一
部
、
千
三
十
八
の
一
部
、

千
三
十
六
の
一
部
、
千
三
十
五
の
一
部
、
千
三
十
四
の
一
部
、

千
三
十
一
の
一
部
、
千
五
十
六
の
先
、
千
三
十
―
三
の
先
、
千

三
十
―
二
の
先
、
千
二
十
八
の
先
、
千
二
十
五
―
一
の
先
、
千

二
十
四
の
先
、
千
二
十
三
―
二
の
先
、
千
二
十
三
―
一
の
先
、

千
四
十
の
先
、
千
三
十
九
の
先
、
千
三
十
八
の
先
、
千
三
十
六

の
先
、
千
三
十
五
の
先
、
千
三
十
四
の
先
、
千
三
十
一
の
先 

九
十
一
・
〇 

八
十
八
・
〇 

八
十
八
・
二 

四
・
〇 

四
・
〇 

四
・
〇 



                         

 
 

 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
岩
沢
八
百
七
十
二
―
八
の
一
部
、八
百
七

十
二
―
十
四
、
八
百
七
十
二
―
二
十
の
一
部
、
八
百
七
十
二
―

一
の
一
部
、
八
百
七
十
二
―
二
の
一
部
、
八
百
七
十
二
―
十
二

の
一
部
、
八
百
七
十
二
―
十
の
一
部
、
八
百
七
十
二
―
四
の
一

部
、八
百
七
十
二
―
三
の
一
部
、八
百
六
十
四
―
十
四
の
一
部
、

八
百
六
十
四
―
七
の
一
部
、
八
百
六
十
四
―
四
の
一
部
、
八
百

八
十
―
三
の
一
部
、
八
百
八
十
六
―
二
の
一
部
、
八
百
八
十
六

―
一
の
一
部
、
八
百
八
十
六
―
四
の
一
部
、
八
百
八
十
七
の
一

部
、
八
百
七
十
二
―
十
四
の
先
、
八
百
七
十
二
―
八
の
先
、
八

百
七
十
二
―
一
の
先
、
八
百
七
十
二
―
二
の
先
、
八
百
七
十
二

―
十
二
の
先
、
八
百
七
十
二
―
十
の
先
、
八
百
七
十
二
―
四
の

先
、
八
百
六
十
四
―
十
四
の
先
、
八
百
七
十
二
―
三
の
先
、
八 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
岩
沢
九
百
十
一
―
二
の
一
部
、八
百
七
十

―
二
の
一
部
、
八
百
七
十
―
一
の
一
部
、
八
百
七
十
一
―
二
の

一
部
、
八
百
七
十
二
―
八
の
一
部
、
八
百
八
十
七
の
一
部
、
八

百
八
十
八
―
二
の
一
部
、
八
百
八
十
九
―
二
の
一
部
、
八
百
八

十
九
―
三
の
一
部
、
八
百
八
十
九
―
一
の
一
部
、
八
百
九
十
の

一
部
、八
百
九
十
一
―
四
の
一
部
、八
百
八
十
九
―
四
の
一
部
、

九
百
十
一
―
二
の
先
、
八
百
七
十
―
二
の
先
、
八
百
七
十
―
一

の
先
、
八
百
七
十
一
―
二
の
先
、
八
百
七
十
二
―
八
の
先
、
八

百
八
十
七
の
先
、
八
百
八
十
八
―
二
の
先
、
八
百
八
十
九
―
二

の
先
、
八
百
八
十
九
―
四
の
先
、
八
百
八
十
九
―
三
の
先
、
八

百
八
十
九
―
一
の
先
、
八
百
九
十
の
先
、
八
百
九
十
一
―
四
の

先
、
九
百
九
―
二
の
先 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
岩
沢
七
百
三
十
一
の
一
部
、七
百
三
十
―

二
の
一
部
、七
百
三
十
―
三
の
一
部
、七
百
四
十
四
―
六
の
先
、

七
百
四
十
四
―
七
の
先
、
七
百
四
十
三
―
一
の
先
、
七
百
四
十

三
―
二
の
先
、
七
百
三
十
一
の
先
、
七
百
三
十
―
三
の
先 

六
十
四
・
八 

八
十
九
・
三 

四
十
四
・
四 

四
・
〇 

四
・
〇 

六
・
〇 



   

                      

 
 

 

百
八
十
―
二
、
八
百
八
十
六
―
二
の
先
、
八
百
八
十
六
―
一
の

先
、
八
百
八
十
六
―
四
の
先
、
八
百
八
十
七
の
先 

 
 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
二
十
九
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

高 

橋 

浩 

行 
 

 



                   

 

第
一
〇
二
号 

指

定

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指

定

に

係

る 

道

路

の

種

類 

平
成
三
十
年
六
月

八
日 

 
指

定

の

年

月

日 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
片
柳
字
丑
町
二
百
九
十
三
番
一

の
一
部
及
び
二
百
九
十
三
番
一
の
先 

 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
片
柳
字
馬
場
先
千
六
百
二
十
二

番
四
の
一
部
、
千
六
百
二
十
二
番
一
の
一
部
、
千
六

百
二
十
二
番
三
の
一
部
、
千
六
百
二
十
三
番
二
の
一

部
、
千
六
百
二
十
三
番
一
の
一
部
、
千
六
百
二
十
三

番
一
の
先
、
千
六
百
二
十
四
番
の
一
部
、
千
六
百
二

十
四
番
の
先
、
千
六
百
七
十
番
一
の
一
部
及
び
千
六

百
七
十
番
一
の
先 

 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
片
柳
字
馬
場
先
千
六
百
三
十
四

番
三
の
一
部
、
千
六
百
二
十
七
番
の
一
部
、
千
六
百

二
十
六
番
の
一
部
、
千
六
百
二
十
二
番
一
の
一
部
、 

              

、
１
千
六
百
二
十
四
番
二
百
九
十
三
番
一
の
一
部
及

び
二
百
九
十
三
番
一
の
先
百
十
一
番
二
の
一
部
、
百

十
二
番
一
の
一
部
、
百
十
二
番
四
の
一
部
、
百
十
二

番
五
の
一
部
、
百
十
二
番
六
の
一
部
、
百
二
十
番
八

の
一
部
、
百
二
十
番
九
の
一
部
、
百
二
十
番
十
の
一

部 

 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
大
字
下
新
田
字
一
本
松
八
十
番
の

一
部 

指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

三
九
・
七
二 

  

八
十
七
・
〇
〇 

       

百
二
・
一
七 

 

指

定

に

係

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

六
・
〇 

  

六
・
〇 

       

六
・
〇 

 

指

定

に

係

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



 

                      

 

 

  

 
 

 
 

 

千
六
百
二
十
二
番
一
の
先
、
千
六
百
二
十
二
番
四
の

一
部
、
千
六
百
二
十
二
番
四
の
先
、
千
六
百
二
十
二

番
二
の
一
部
、
千
六
百
二
十
二
番
二
の
先
、
千
六
百

二
十
番
の
一
部
、
千
六
百
二
十
番
の
先
、
千
六
百
二

十
一
番
一
の
一
部
、
千
六
百
二
十
一
番
一
の
先
、
千

六
百
二
十
一
番
三
の
一
部
、
千
六
百
二
十
一
番
三
の

先
、
千
六
百
九
十
一
番
三
の
一
部
、
千
六
百
九
十
一

番
三
の
先
、
千
六
百
九
十
一
番
四
の
一
部
、
千
六
百

九
十
一
番
二
の
一
部
及
び
千
六
百
九
十
番
一
の
一
部 

 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
片
柳
字
馬
場
先
千
六
百
十
番
の

一
部
、
千
六
百
十
番
の
先
、
千
六
百
三
十
番
の
一
部

及
び
千
六
百
三
十
番
の
先
、 

 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
片
柳
字
勇
福
寺
千
五
百
八
十
二

番
の
一
部
、
千
五
百
八
十
二
番
の
先
、
千
五
百
八
十

一
番
一
の
一
部
、
千
五
百
八
十
一
番
一
の
先
、
千
五

百
八
十
一
番
五
の
一
部
及
び
千
五
百
八
十
一
番
五
の

先 

 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
片
柳
字
勇
福
寺
千
五
百
八
十
四 

          

二
十
四
・
八
六 

   

二
十
八
・
二
四 

     

五
十
八
・
六
〇 

 

          

六
・
〇 

   

六
・
〇 

     

六
・
〇 

 



 
 

 

番
一
の
一
部
、
千
五
百
七
十
八
番
一
の
一
部
、
千
五

百
七
十
八
番
三
の
一
部
、
千
五
百
八
十
三
番
の
一
部

及
び
千
五
百
八
十
二
番
の
一
部 

 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
片
柳
字
勇
福
寺
千
五
百
七
十
八

番
五
の
一
部
、
千
五
百
七
十
八
番
三
の
一
部
、
千
五

百
八
十
一
番
一
の
一
部
及
び
千
五
百
八
十
二
番
の
一

部 

 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
片
柳
字
中
村
二
千
百
六
十
四
番

の
一
部
、
二
千
百
六
十
九
番
の
一
部
及
び
二
千
百
七

十
番
の
一
部 

 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
片
柳
字
中
村
二
千
百
六
十
五
番

の
一
部
及
び
二
千
百
六
十
九
番
の
一
部 

 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
片
柳
字
中
村
二
千
百
六
十
九
番

の
一
部
及
び
二
千
百
七
十
番
の
一
部 

 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
片
柳
字
馬
場
先
千
六
百
七
番
二

の
一
部
、
千
六
百
十
二
番
の
一
部
、
千
六
百
七
番
一 

    

六
十
二
・
七
〇 

    

二
十
七
・
三
三 

   

二
十
五
・
九
六 

  

三
十
二
・
〇
六 

  

三
十
四
・
〇
〇 

 

    

六
・
〇 

    

六
・
〇 

   

六
・
〇 

  

六
・
〇 

  

六
・
〇 

                      



 

 
 

 

の
一
部
、
千
六
百
十
番
の
一
部
、
千
六
百
十
番
の
先
、 

千
六
百
十
一
番
の
一
部
及
び
千
六
百
十
一
番
の
先 

  

                       



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
十
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

 
 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

高 

橋 

浩 

行 
 

 
 

 



 

第
一
〇
三
号 

指

定

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指

定

に

係

る 
道

路

の

種

類 

平
成
三
十
年
六
月

八
日 

 
指

定

の

年

月

日 

埼
玉
県
坂
戸
市
関
間
四
丁
目
百
十
一
番
一
の
一
部
、

百
十
一
番
一
の
先
、
百
十
四
番
一
の
先
及
び
百
十
四

番
二
の
先 

 

埼
玉
県
坂
戸
市
関
間
四
丁
目
百
十
七
番
五
、
百
九
番

十
六
の
一
部
、
百
九
番
十
七
の
一
部
、
百
十
六
番
一

の
一
部
、
百
十
七
番
二
の
一
部
、
百
十
七
番
四
の
一

部
、
百
十
七
番
六
の
一
部
、
百
十
七
番
七
の
一
部
、

百
十
七
番
十
二
の
一
部
、
百
十
六
番
一
の
先
及
び
一

一
七
番
二
の
先 

指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

六
十
二
・
一
七 

   

五
十
五
・
六
五 

 

指

定

に

係

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
五 

   

六
・
〇 

 

指

定

に

係

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 



告

示 

埼
玉
県
病
院
事
業
告
示
第
十
一
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

岩 

中 
 

 

督 

 



１ 購入等件名及び数量 

  小児医療センター医療情報システム運用管理保守業務 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県立小児医療センター事務局業務部医事・経営担当 埼玉県さいたま市 

 中央区新都心１番地２ 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  平成 30 年４月１日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  日本電気株式会社 東京都港区芝５丁目７番１号 

５ 契約金額 

  192,527,280 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第 11 条第 

 １項第２号に該当 



告

示 

埼
玉
県
病
院
事
業
告
示
第
十
二
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の 

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

平
成
三
十
年
六
月
八
日 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

岩 

中 
 

 

督 
 

 
 



１ 購入等件名及び数量  

  医療情報システム運用保守業務 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県立がんセンター事務局業務部 

  埼玉県北足立郡伊奈町大字小室 780 番地 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  平成 30 年４月１日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  日本電気株式会社関東甲信越支社 

  埼玉県さいたま市大宮区桜木町１丁目 10 番 17 号 

５ 契約金額 

  168,773,760 円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第 11条第１ 

 項第２号に該当 
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